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⑤特殊建築物の防火基準(法２７条、別表１、令１１５条の３～１１６条）

●特殊建築物は、その用途、および建築延べ面積により求められる防耐火性能が異なります。

※１　建築基準法施行令110条2号の基準に適合するものとして、主要構造部等の構造方法が耐火構造（耐火建築物等）のもののほか、地階を除く階数が３で、

　　　 ３階を共同住宅又は学校等の用途に供するものであって、一定の要件に該当する場合に限って、１時間準耐火基準の準耐火構造による準耐火建築物と　

　　　 することができます。（H27国交省告示253号、255号）

※２　建築基準法施行令110条1号の基準に適合するものとして、耐火建築物又は準耐火建築物等のものを定めています。

　　　 （H27国交省告示255号）

●３階を下宿・共同住宅・寄宿舎の用途に供する場合、下記１から５の基準に適合する準耐火建築物とする
　 ことができます。
１　主要構造部が１時間準耐火構造であること。
２　原則として、各住戸などに避難上有効なバルコニーなどが設けられていること。
３　３階の各住戸などの外壁面に道又は道に通ずる幅員４m以上の通路などに面する開口部が設けら
　　れていること。

用　　　途

主要構造部に必要とされる性能及びその外壁の開口部

での防火設備で、大臣が定めた構造方法または認定を

受けたものを設けなければならない。

用途に供する階

劇場・映画館・演芸場 主階が１階にないもの
（※１）

耐火建築物または

準耐火建築物と

しなければならない

用途に供する部分の床面積の

合計

用途に使用する部分の

床面積の合計（数量）

客席部分≧２００m²以上（※１）

（屋外観覧席≧１，０００m²以上
（※１））

観覧席・公会堂・集会場 ３階以上の階（※１）

病院・診療所（患者の収容

施設のあるもの）・ホテル・

旅館・下宿・共同住宅・寄宿

舎・児童福祉施設等（幼保

連携型認定こども園を含む）

２階部分≧３００m²以上（※２）

ただし、病院・診療所にあって

は、２階に患者の収容施設のあ

る場合

学校・体育館・博物館・美術

館・図書館・ボーリング場・

スキー場・スケート場・水泳

場・スポーツ練習場

用途に供する部分≧２，０００m²
（※２）

百貨店・マーケット・展示場・

キャバレー・カフェー・ナイト

クラブ・バー・ダンスホール・

遊技場・公衆浴場・待合・料

理店・飲食店または物品販

売業を営む店舗

（＞１０㎡）

倉　　庫
３階以上の部分≧
２００m²以上

用途に供する部分≧
１，５００m²以上

自動車車庫・自動車修理工

場・映画スタジオまたはテレ

ビスタジオ

３階以上の階

用途に供する部分≧
１５０m²以上

（ただし、主要構造部を

不燃材料等とした準耐火

建築物とする）

令１１６条の表の数量以上

の危険物の貯蔵場又は処

理場

全　　部

耐火建築物としなければ

ならない

用途に使用する部分の

床面積の合計（階）

３階以上の階（※１）

３階以上の階（※１）

３階以上の階（※１）

３階以上の階（※１）

２階部分≧５００ｍ²以上（※２）

用途に供する部分≧３，０００m²
（※１）

　４）「建築基準法」防耐火性能に関わる規定

７　参考資料（関連法規）

４　原則として、建築物の周囲に幅員３m以上の通路が設けられていること。
５　３階の外壁の開口部など一定の開口部に、法令で定める防火設備が設けられていること。

▼ 最新の法令をご確認のうえ、実際の要求性能については建築主事や確認審査機関にご確認ください。


